
2022 年 7 月 12 日に、堆肥化トレーニングが直接行われ、
従業員にオンラインで送信されました。 講師は、ペナポリスの
環境教育センターCEAのインストラクター、レオナルド・ベン
ト氏です。

トレーニングの目的は、家庭で堆肥を作る方法についての知識
を社内のできるだけ多くの人に届けることでした。

この行動は、

SDG 11 – 持続可能な都市とコミュニティ

(企業プロジェクト) 　の重要性を明らかにします。

日常的に発生するゴミのリサイクルや有機廃棄物の再利用は、
環境への影響を最小限に抑え、環境だけでなく地域の人々の生
活にも良い結果をもたらします。

（コンポストを使用した堆肥化トレーニング）



7 月、サンタナ - SP ユニットは、社内キャンペーン「Calor no Coração」で
従業員の間で集められた衣服を、慈悲深い福音派協会 (AEB) に寄付しました。 

AEBは、健康、スポーツ、芸術、教育、ケア、受け入れの権利を保証するために
働く、サンパウロ市の公益事業です。
1992年以来、ホームレスの人々にサービスを提供するために活動しており、サンパ
ウロ市内に広がるいくつかのセンターを含む、食事、入浴、レジャー、住宅を提供
しています。

寄付先のセンターは CAEF ビクトリー (家族のための特別受付センター) でした。 

そこでは、ホームレスの合計約 75 人を含む 22 の家族を歓迎し、

衛生サービス、技術支援、宿泊施設、社会教育活動、および食事のための構造があります。

協会の詳細については、次のサイトをご覧ください。=https://aeb-brasil.org.br/projetos/caef-victory/

https://aeb-brasil.org.br/projetos/caef-victory/



